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 愛知県政記者クラブ、名古屋教育・医療記者会 

瀬戸市記者クラブ 同時発表 

平成 29 年 7 月 7 日（金） 

愛知県公立大学法人 愛知県立大学 

担当 学術情報部 研究支援・地域連携課 

松原・小河・山﨑 

電話 0561－76－8843 

 

平成 29 年度 愛知県立大学グローバル学術交流事業講演会 

グローバリゼーションと新国家の形成 

カタルーニャの場合 を開催いたします 
 

 

愛知県立大学では、グローバル人材育成を目指し、グローバル学術交流事業を実施しています。 

その取組のひとつとして、今回は、スペインから講師をお迎えし、講演会を開催いたします。 

開催にあたりまして、下記のとおり参加者を募集いたしますので、ぜひ貴社でお取り上げくださいます

よう、お願い申し上げます。 

 

〈講 演 概 要〉 

スペインで最も経済規模が大きく独自の言語・文化・歴史を持つカタルーニャ自治州では、近年独立を

求める動きが強まっている。本講演では、グローバル化の進展によりスペインの多様な諸地域を束ねてき

た諸要因の求心力が低下したこと、カタルーニャが強い独自のアイデンティティを持つがゆえに同地を差

別的に扱っていると思われるスペインの税の再配分システム、民主化以後のカタルーニャの自治権の根

幹を否定する 2010 年の憲法裁判所の裁定、などがその要因として説明される。 

＊講演はスペイン語で行われますが、同時通訳が入ります。 

 

１ 講 演 名 

グローバリゼーションと新国家の形成 カタルーニャの場合 
 

２ 講 師  

アリゼンダ パルジーア 氏 

バルセローナ大学経済学部教授（前経済学部長） 

1969 年バルセローナ生まれ。バルセローナ大学やエール大学で経済学を学

ぶ。2009 年より 2017 年 4 月までバルセローナ大学経済学部長。専門とする

国際貿易、地域経済、新経済地理、財政連邦主義などの立場からカタルー

ニャの独立を主張している。代表的著書に Podem! les claus de la viabilitat 

econòmica de la Catalunya independent（『我々にはできる！カタルーニャが

独立した場合の経済的な生存可能性の鍵』）等、多数。 

 

３ 日 時  平成２９年７月１７日（月・祝） 

講演会 １４：３０～１６：００ 

本学教員とのディスカッション １６：１０～１６：４０ 

（受付開始 １３：３０）                 ＜裏面へつづく＞ 

 

４ 会 場  愛知県立大学長久手キャンパスＬ棟（講堂） 

（愛知県長久手市茨ケ廻間１５２２－３） 

＊リニモ「愛・地球博記念公園」駅 下車徒歩 3 分 

–– 

再配布 
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５ 募集人数 ４００名（先着順） 

 

６ 参加費  無料 

 

 

 

 

 

 

  ◇応募方法 

① 本学地域連携センターウェブサイト（http://www.bur.aichi-pu.ac.jp/renkei）にアクセス頂き、「グ

ローバル学術交流事業講演会の特設ページ」より所定の申込メールフォームに情報をご入力くださ

い。 

② E-mail または往復はがきに「氏名（ふりがな）、電話番号、グローバル講演会希望」をご記入の上、

下記問合せ先までお申込みください。 

 

◇応募締切 

  平成２９年７月１４日（金）午後３時まで 

 

◇申込み及び問合せ先 

愛知県立大学 学術情報部 研究支援・地域連携課 

〒４８０－１１９８ 愛知県長久手市茨ケ廻間１５２２－３ 

電 話 ０５６１－７６－８８４３ 

E-mail  renkei@bur.aichi-pu.ac.jp 

 
 
※「グローバル学術交流事業」について 

愛知県立大学では、グローバル社会の進展に対応するため、学内のグローバル化を推進しています。そ

の一環として、2017 年４月から教養科目「グローバル学術交流」が始まりました。この授業は、学生が大学の

キャンパスにいながらにして、グローバルな教養を身に付けることを目的としています。大きな統一テーマの

もと、海外から招聘した研究者の講義（講演）を軸に、５学部の教員による各学部の専門性を活かした講義を

行います。そして、学生を中心にそれらの講義をふまえた討論を行って理解を深めるという、グローバルな学

術交流を活用したアクティブラーニング型授業です。 




